
２ ０ １ ３ 年 ６ 月 ２ １ 日

Ｂ Ｃ Ａ Ｏ 静 岡 地 域 勉 強 会

２ ０ １ ３ 年 度

第 ３ 回 静 岡 地 域 勉 強 会 議 事 録

開 催 日 ： ２ ０ １ ３ 年 ６ 月 ２ １ 日 （ 金 ） １ ７ ： ３ ０ ～ ２ ０ ： ０ ０

出 席 者 ： 佐 藤 学 、 高 橋 義 久 、 宮 角 良 介 、 荒 井 富 美 雄 （ 議 事 録 作 成 ）

長 谷 川 浩 一 、 杉 山 凡 城 、 立 花 哲 （ オ ブ ザ ー バ ー ）（ 敬 称 略 ）

欠 席 者 ： 赤 堀 三 代 治 、 石 井 洋 之 、 池 田 浩 敬 、 尾 石 昭 夫 、 大 石 育 三 、 大 鐘 祥 太 郎 、 奥 山 良 一 、 上 條 正 泰 、

北 川 裕 章 、 塩 崎 宏 晃 、 武 多 信 幸 、 皆 川 武 弘 、 野 末 泰 弘 、 渡 邉 耐 三 （ 敬 称 略 ）

議 事 内 容 ：

◆ １ ． テ ー マ

（ １ ） Ｂ Ｃ Ａ Ｏ 報 告 事 項 （ 荒 井 ）

① ア ワ ー ド ・ 総 会 他

② 研 究 会 ・ 勉 強 会 の 発 表 会 に つ い て 報 告

今 回 、 オ ブ ザ ー バ ー で 、 静 鉄 グ ル ー プ の し ず て つ ス ト ア の 方 、 ２ 名 が 参 加 し ま し た 。 冒 頭 に 研 究

会 ・ 勉 強 会 の 発 表 会 の ス ラ イ ド を 基 に Ｂ Ｃ Ａ Ｏ 静 岡 地 域 勉 強 会 の 内 容 を 説 明 し ま し た 。 合 わ せ て 年

間 の 活 動 計 画 等 に つ い て 報 告 し ま し た 。

２ ． 会 員 の 情 報 交 換

Ｉ Ｓ Ｏ ２ ２ ３ ０ １ に 依 る Ｂ Ｃ Ｍ （ Ｓ ） 構 築 に つ い て

（ 佐 藤 学 氏 ）

配 布 資 料 、 ス ラ イ ド に て Ｉ Ｓ Ｏ ２ ２ ３ ０ １ の 動 向 、 Ｂ Ｓ ２ ５ ９ ９ ９ － ２ と の 違 い 、 Ｂ Ｃ Ｍ の ア ウ

ト プ ッ ト の Ｂ Ｃ Ｐ 、 Ｉ Ｓ Ｏ ２ ２ ３ ０ １ の 章 立 て 、 リ ス ク ア セ ス メ ン ト 、 Ｊ Ｉ Ｓ 化 等 に つ い て 佐 藤 氏

の 豊 富 な 審 査 経 験 を も と に 分 か り や す く 解 説 し て い た だ き ま し た 。

３ ． 事 業 継 続 計画 書 （ Ｂ Ｃ Ｐ） 策 定 企 業 の検 証 とワ ー ク シ ョ ッ プ

（ 食 品 ス ー パ ー 編）高 橋 氏

（ 解説 と ワ ー ク ショ ッ プ ： 高 橋氏 ）会 員 の 情 報 交 換

今 月 か ら ３ 回 に わ た り 、 チ ェ ー ン ス ト ア の Ｂ Ｃ Ｐ に つ い て ワ ー ク シ ョッ プを 実 施 しま す 。

今 回 は「 シ ミュ レ ー シ ョ ン訓 練 で 現 在 レベ ルの 気 づ き」 と 題 して 仮 想 ス ー パー 三 保 店 で 被害 を

受 け た 際 の 業 務 再開 に 向 け た課題 等 を 抽 出 しま した 。

４ ． 配 布 資 料

① 事 業 継 続 計 画 書 （ Ｂ Ｃ Ｐ）策 定 ス テ ップ

② 内 閣 府 事 業継 続 ガ イ ドラ イ ン 改 定 の目 的と 主 な 内 容

③ 「 時 の 視 点」 経 済 被 害 想定 を ど う 読 むか ～南 海 ト ラ フ 巨 大 地震 ～



５ ． 次 回 の 開 催 に つ い て

日 時 ： ２ ０ １ ３ 年 ７ 月 １ ９ 日 （ 金 ） １ ７ 時 ３ ０ 分 ～ ２ ０ 時 ０ ０ 分

場 所 ： 静 岡 県 男 女 共 同 セ ン タ ー あ ざ れ あ ４ 階 第 １ 会 議 室

以 上


